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　従来、審美的な歯冠修復材としてはコ
ンポジットレジンが多用されてきた。し
かし乳歯の窩洞が浅いため、間接歯髄
覆罩法を施していないと思われる症例
に、しばしば歯髄の炎症や歯髄壊死を
経験している。乳歯のエナメルと象牙質
の厚さは永久歯の約半分であり、一般
的に窩底直下の象牙質厚径は0.5mm
程度しかない。また、髄室角は咬合面や
切端寄りの高い位置にあるので、露髄の
危険性がきわめて高い。さらに、乳歯の
治療の場合、防湿がきわめて困難なた
め、ボンディング処理において充分に乾
燥できないことが多々ある。そのため、
今まで乳歯の修復材としては歯髄に為
害作用が少なく、だ液の影響を受けにく

いグラスアイオノマーセメントが多用さ
れてきた。しかし、従来のグラスアイオ
ノマーセメントは耐久性に乏しく歯質と
の色調の調和性も良好ではなかった。
　ところが、このたびジーシーから発売
された「フジⅨGP エクストラ」は従来の
グラスアイオノマーセメントに比べフッ
素徐放量が約2倍と高く、しかも強度
が高いうえ、透明性にも優れ歯質との
色調の適合性も改良されている。その
ため、う�活動性の高い乳歯や口腔内
に萌出間もない幼若永久歯の歯冠修
復材として最適であると考える。
　また、今まで乳歯あるいは幼若永久
歯の練成充塡材を用いた歯冠修復に
際しては、MIコンセプトバーを用い歯

質の切削を最小限にとどめたMinimal 
Intervention処置を実施し良好な臨
床成績を得ている。
　そこで今回、この新発売の「フジⅨGP 
エクストラ」を用いた乳前歯隣接面う�
および乳臼歯隣接面う�、第一大臼歯
隣接面う�に対する応用例を紹介する。

はじめに

症例1 右上乳中切歯近心の修復 

小児歯科における
グラスアイオノマーを用いた修復

「フジⅨGP エクストラ」の特徴を生かした臨床

右上乳中切歯近心にう�を認める。 同、口蓋側。 最少の切削量にとどめるため、窩
洞形成にはMIコンセプトバー（スムース
カットMIタイプ）が有効である。
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元窩洞形成時であるが、形成は前記
の方法に従って、露髄しないように充分注
意する。

窩洞に充塡材を密着させるため、
セルロイドストリップスで圧接。

液もボトルを逆さにしてからゆっ
くりボトルを押し、気泡を入れないように
滴下する。気泡が混入すると液量が少なく
なるので、同様に練和しにくくなる。

注水下で超微粒子ダイヤモンドポ
イント（スムースカットff）、ラバーポイント

（プレシャイン、ダイヤシャイン）などを用い
て研磨後、防湿のためにフジバーニッシュを
塗布する。

CRシリンジを用いると気泡を埋
入させることなく「フジⅨGP エクストラ」を
充塡することができる。

粉末の計量は、瓶を逆さにして粉
末の密度を均等にしてから行う。凝縮した
状態では粉末が多く取れ、練和しにくくな
るからである。

同、口蓋側。

スミアー層を除去するために、キャ
ビティーコンディショナーを塗布し10秒処
理後、充分に水洗し乾燥する。

硬化直後。

練和は粉末を二等分し、最初の半
分を10秒で練り、残りを入れて20秒でしっ
かり練りこむ。

修復後。従来の「フジIXGP」に比
べ、「フジIXGP エクストラ」は透明性が高
く、色調が歯質に合致している。
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MIコンセプトバー（MI07Rf）を
用い、遊離エナメルをタービンで除去し、
スプーンエキスカベータと電気エンジンで
う�象牙質を除去する。
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右下第二乳臼歯が脱落直後、第一
大臼歯の近心面にう�を発見した。

MIコンセプトバー（スムースカット
MI07Rf）にて窩洞形成。

窩洞形成後。スミアー層を除去す
るため、キャビティ―コンディショナーを
塗布し、水洗・乾燥する。

フジバーニッシュ塗布。

修復後2カ月経過時の第一大臼歯
と第二小臼歯との空隙は急速に閉じ、しか
も第二小臼歯の咬合面が咬合線上に近づ
いたために、切削器具の直達は期待でき
なくなった。

右下第一大臼歯近心部の拡大像。
切削器具の直達が可能。

充塡後。

修復後のデンタルX線像。修復部
はX線不透過性となる。修復材のX線造影
性は修復状態の確認のため重要である。

デンタルX線写真。近心面にはう�
の透過像を認める。第二小臼歯が萌出途上
のため、近心隣接面のみのMI治療が可能。

「フジⅨGP エクストラ」を充塡。

修復後。

修復後2カ月経過時の第一大臼歯
の近心隣接面。この時期では隣接面のみ
の窩洞形成は困難。
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症例2 下顎第一大臼歯近心面に限局した修復
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スプーンエキスカベータや電気エ
ンジンを用い、う蝕象牙質をていねいに除
去する。

硬化5分後、マトリックスバンドを
除去する。

修復直後。

確実な充塡を行うために、マトリッ
クスバンドを装着し、CRシリンジを用いて

「フジⅨGP エクストラ」を充塡する。

フジバーニッシュを塗布する。プレシャインやダイヤシャインなど
を用いて研磨する。

修復後のデンタルX線写真。「フ
ジⅨGP エクストラ」は充分なX線不透過性
がある。
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右上第一乳臼歯遠心面にう�を
認める。

MIコンセプトバー（スムースカット
MI07Rf）を用い、遊離エナメルをタービン
で除去する。

デンタルX線像。遠心隣接面にう
�によるX線透過像を認める。
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症例3 上顎第一乳臼歯遠心隣接面・咬合面修復
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